のが 極めてす くない。 ことに 平生から 出不精 を以 つて 

知られて いる 彼が 十一 月 —— この 年 は 閏年であった I 

I の 寒い 夜に 湯 島台まで わざわざ 出かけて 行った くら 

いで あるから、 潢 南と はよ ほど 親密に していた ものと 

察せられる。 酒 を 飲まない 馬 琴 はすぐ に 飯の 馳走に 

あかり 

なった。 燈 火の 下で 主人と 話して いると、 外で は 風の 

音が 寒そう にき こえた。 ふたりの あいだに は、 ことし 

の 八月に 仕置に なった 鼠 小僧の 噂な どが 出た。 

そこへ あたかも 来 あわせた の は、 かの 鈴 木 有 年で 

あった。 有 年 は 実父の 喪中で あつたが、 馬 琴が 今夜 こ 

こへ 招かれて 来る という こと を 知っていて、 食事の 済 



の 職人に な つてい ると かいう 噂 を 馬 琴 も たびたび 聞い 

ている ので、 その 叔父に ついて 何 か 語る の を 甥の 有 年 

もさす がに 恥じて いるので あろうかと 思い やる と、 馬 

琴 もす こし 気の毒に なった。 上野の 五つ (午後 八 時) 

の 鐘が きこえた。 

「おお、 もう 五つに なりました ご と、 馬 琴 は 帰り支度 

にかかろう とした。 

「いや、 まだお 早う ございま すご と、 有 年 は 押し止め 

た。 「今 もこ この 主人に 言われた のです が、 実は わた 

くしの 叔父に ついて 一 つの 不思議な 話が あるの を、 今 

から 五 年 ほど 前に 初めて 聴きました。 まことにお 恥 か 



の 午 飯に うなぎの 蒲 焼 を 取 寄せて 出します と、 叔父 は 

俄に 顔の 色 を 変えて、 いや、 鰻 は 真つ ぴら だ。 早く あつ 

ちへ 持って行って くれと いうので す。 これが 普通の 職 

人なら ば、 うなぎの 蒲 焼な ど を 食わせる 訳 もない ので 

すが、 職人と いっても 叔父の ことです から、 わたくし 

夫婦 も 気をつけて わざわざ 取 寄せて 出した のに、 見る 

の も 忌 だと 言われる と、 こっち もなん だか 詰まらない 

ような 気に もなります。 殊に 家内 は 女の ことです から 

すこしく 顔の 色 を 悪く したので、 叔父 も 気の毒に なつ 

たらしく、 これに は 訳の ある こと だから 堪忍して くれ _ 

ともかくも 江戸の 職人 をして いて、 鰻が 嫌いだな どと 



わない、 大切に 飼って おくに 限る という 商売気が この 

親子の 胸 を 支配して、 二 匹のう なぎ は 特別の 保護 を 加 

えて 養われて いた。 

それから 二、 三日の 後に、 山 ロ屋の 主人が ひとりの 

友達 を 連れて来た。 かれの 口癖で、 門 をく ぐると 直ぐ 

こ trt ヽ ，， こ。 

；:. 一一 11 口 レ J / 

「どうだい。 筋の いいのが あるかね ご 

「めつぼう 荒い のが ございま すご と、 亭主 は 日本 橋で 

かの 大 うなぎ を 発見した こと を 報告した。 

「それ はありが たい。 すぐに 焼いて 貰おう ご 

ふたりの 客 は 上機嫌で 二階へ 通った。 待ち設け てい 



吉次郎 はまず 安心して、 型の ごとくに 焼いて 出す と、 

連れの 客 は 死人 を 焼いた ような 匂いが するとい つ て 箸 

を 把らなかった。 山 ロ屋の 主人 は 半 串 ほど 食う と、 俄 

に 胸が 悪くな つて 嘔き 出して しまった。 

その 夜な かの 事で ある。 うなぎの 生簀の あたりで 凄 

まじい 物音が する ので、 家内の 者 はみ な 眼 を さました _ 

吉次郎 はまず 手燭 をと ぼして 蚊帳の なかから 飛び出し 

て ゆく と、 そこらに は 別に 変った 様子 も 見えなかった _ 

夜な か は 生簀の 蓋の 上に 重い 石 をのせ て 置く ので ある 

が、 その 石 も 元の ままに なって いるので、 生簀に 別条 

はない ことと 思いながら、 念のために その 蓋 を あけて 



ここまで 話して 来て、 鈴 木 有 年 は 一息つ いた。 三人 

の 前に 据えて ある 火鉢の 炭 も 大方 は 白い 灰になつ てい 

た。 

「なんでも その 鰻と いうの は 馬鹿に 大きい もので あつ 

たそうです。」 と、 有 年 はさら に 付け加えた。 

「叔父の 手 を 三 まき も 巻いて、 まだ その 尾の さきで 脾 

腹 を 打った というの ですから、 その 大きさ も 長さ も 思 

うちみ 

い やられます。 打 たれた 跡 は 打 身の ようになって、 今 

でも 暑さ 寒さに は 痛む という ことです ご 

それから 又 いろいろの 話が 出て、 馬 琴と 有 年と がそ 

こ を 出た の は、 その 夜 ももう 四つ (午後 十 時) に 近い 
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